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健康プラザ 体に　　　　　  いい話

福祉課保健係　保健師 加  藤  三  華
か とう み か

朝ごはんを食べていますか？朝ごはんを食べていますか？

血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
や
脂
肪
の

蓄
積
、
体
重
増
加
な
ど
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
朝
ご
は

ん
を
食
べ
る
こ
と
で
、
食
べ
過
ぎ

や
血
糖
値
の
急
上
昇
な
ど
、
生
活

習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

●
無
理
な
く
続
け
る
ポ
イ
ン
ト

　
「
朝
は
時
間
が
な
い
」
と
い
う

方
は
、
前
日
の
食
事
を
と
り
分
け

て
お
い
た
り
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、

バ
ナ
ナ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
、
手

軽
に
食
べ
や
す
い
も
の
か
ら
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
慣
れ
て

き
た
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
、
卵
や
野
菜
、
味
噌
汁
な
ど
を

体
温
、
血
圧
な
ど
の
変
化
を
管
理

し
て
い
る
「
体
内
時
計
」
と
呼
ば

れ
る
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
大
切

な
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
体
内
時
計
」
は
、
朝
に
光
を
浴

び
る
こ
と
や
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

こ
と
で
、
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食

べ
、
身
体
に
「
朝
が
来
た
」
と
い

う
合
図
を
送
る
こ
と
で
、
体
温
が

上
が
る
な
ど
、
身
体
が
目
覚
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
食
べ
過
ぎ
の
予
防
に
】

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
こ
と
で
、

空
腹
時
間
が
長
く
な
り
、
昼
食
や

夕
食
で
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
度
に
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
取
す
る
と
、

●
朝
ご
は
ん
の
主
な
役
割

【
脳
や
身
体
を
元
気
に
】

　
私
た
ち
の
身
体
は
、
寝
て
い
る

間
も
呼
吸
や
体
温
維
持
な
ど
の
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
お
り
、

朝
起
き
た
と
き
に
は
身
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
不
足
し
た
状
態
で
す
。

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
、

脳
や
身
体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
が
補
給
さ
れ
、
１
日
の
活
動
の

準
備
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ
糖

が
補
給
さ
れ
る
こ
と
で
、
集
中
力

や
活
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
た
め
、
朝
食
は
学
習
や
仕
事

の
効
率
に
も
関
わ
る
大
切
な
習
慣

で
す
。

【
体
内
時
計
を
整
え
る
】

 

私
た
ち
の
身
体
に
は
、
睡
眠
や

加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
毎
日
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
」
と
い
う
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
が
、
心
身
の
健
康

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
最
後
に

　
朝
ご
は
ん
は
、
一
日
の
健
康
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
な

り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
「
何
か
一
口
で
も

食
べ
る
」
こ
と
を
意
識
す
る
な
ど
、

春
か
ら
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
あ

わ
せ
て
、
食
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
小
さ
な
習
慣
が
元
気
に
一
日
を

過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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特
　
集

　
令
和
８
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
雪
も
解
け
、
農
作
業
の
本
格
化
や
入
学
な
ど
、
新
生
活
の
始
ま
り

と
と
も
に
、
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、
朝
は
慌
た
だ
し
く
な
り
が
ち

で
す
。
「
時
間
が
な
い
か
ら
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
」
と
い
う
方
も

増
え
る
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
元
気
に
一
日
を
過
ご
す
た
め
に
は

朝
ご
は
ん
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、
朝
ご
は
ん
の
役
割
と
無
理
な
く
続
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

朝ごはんを食べて、

元気に一日を

過ごしましょう！

2026
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先
生
、
あ
り
が
と
う
。 

—
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今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

令
和
８
年
度 

が

し
ま
し
た
！

　
仁
木
町
の
財
政
状
況
は
、令
和
６

年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
を
示
す

健
全
化
判
断
比
率
が
、実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
い

ず
れ
も
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
状
態
で
す
が
、地
方

交
付
税
な
ど
他
に
依
存
す
る
財
源

が
歳
入
全
体
の
多
く
を
占
め
る
と

い
っ
た
財
政
基
盤
の
脆
弱
さ
は
、財

政
運
営
上
の
大
き
な
懸
念
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、町
債
や
基
金
の
適
切
な

管
理
に
よ
っ
て
将
来
世
代
へ
過
度

な
負
担
を
残
さ
な
い
、将
来
を
見
据

え
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
健
全
な
財

政
基
盤
を
堅
持
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、３
月
に
可
決

さ
れ
た
令
和
８
年
度
予
算
と
、主
な

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●国民健康保険事業特別会計
　2億313万9千円

●後期高齢者医療特別会計
　1億416万1千円

●簡易水道事業会計
　収益的収入　2億4412万6千円

　収益的支出　2億4533万5千円

　資本的収入　1億2176万8千円

　資本的支出　1億7902万2千円

59億904万3千円●令和８年度一般会計予算総額
（前年度比 9億395万2千円増  18.1％増）

歳入
▼国・道支出金は、国庫支出金・道支出金です▼
交付金等は、地方譲与税・利子割交付金・配当割
交付金・株式等譲渡所得割交付金・法人事業税交
付金・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税交付
金・環境性能割交付金・地方特例交付金・交通安
全対策特別交付金です▼その他は、分担金及び負
担金・財産収入・繰越金・諸収入です

●令和８年度予算の主な事業
　令和８年度予算は、行政本来の目的である質の高い行政サービスの提供を目指し、最小の経費で最大の効果が発
揮できるよう財源の重点的かつ効率的な配分を行っています。
　次では、「暮らし」・「産業」・「教育」の分野から主な事業を紹介します。

歳出
▼その他は、議会費・労働費・災害復旧費・諸支
出金・予備費です

※歳入の「交付金等」に含まれる地方消費税交付金
95,000千円のうち、社会保障財源化分53,000千円は、
全て社会保障経費1,066,737千円へ充当しました。

歳　出

特別会計

公営企業会計

■産後ケア事業
予算額／ 66 万 2 千円

出産後１年以内の母子に対し、心身のケアや
育児サポート等を行い、産後も安心して子育
てができる支援体制の確保を行います。

事業概要

国・道支出金（20.7％）
1,221,538千円

地方交付税（35.5％）
2,100,000千円

衛生費（10.1％）
595,110千円

民生費（17.6％）
1,044,171千円

総務費（16.2％）
959,953千円

国・道支出金（20.7％）
1,221,538千円

地方交付税（35.5％）
2,100,000千円

町税（6.2％）
366,247千円

町債（11.1％）
657,000千円

使用料及び
手数料（1.2％）
70,675千円

交付金等（2.6％）
154,600千円

寄附金（7.1％）
420,010千円

繰入金（13.3％）
785,451千円

その他（2.3％）
 133,522千円

農林水産業費（4.5％）
229,475千円

商工費（6.0％）
303,098千円

土木費（13.5％）
680,211千円

消防費（4.1％）
207,883千円

教育費（13.2％）
660,449千円

公債費（8.9％）
451,865千円

その他（1.2％）
62,486千円

衛生費（10.1％）
595,110千円

農林水産業費（5.9％）
346,873千円

商工費（5.2％）
304,544千円

土木費（12.4％）
736,012千円

消防費（4.5％）
263,281千円

教育費（14.1％）
833,478千円

公債費（12.8％）
754,271千円

その他（1.2％）
64,568千円

その他（1.2％）
71,350千円

暮ら
し

「
持
続
可
能
な
仁
木
町
」
を
築
く

●
佐
藤
町
長
か
ら

●
佐
藤
町
長
か
ら

　
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
は

不
安
を
伴
い
ま
す
が
、
変
化
を
恐
れ

ず
、
知
恵
を
絞
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
、

次
代
に
誇
れ
る
「
持
続
可
能
な
仁
木

町
」
を
築
く
唯
一
の
道
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
「
現
状
維
持
」
と

い
う
選
択
肢
を
捨
て
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
未
来
へ
向
け
て
果
敢
に
行

動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歳　入

59億
904万3千円

59億
904万3千円

59億
904万3千円

（仮称）仁木南IC開通後の利用環境の変化を見
据えた再構築に係る基本計画の策定を行います。

■ふれあい遊トピア公園等振興プロジェクト
予算額／ 2,340 万 3 千円
事業概要

産業
りんごの省力栽培に関する実証試験を行う研究
組織へ、補助金を交付し支援を行います。

■りんご産地再構築事業
予算額／ 302 万 9 千円
事業概要

アライグマ捕獲用機器の購入に対し100％補
助（上限あり）などを実施します。

■有害鳥獣駆除対策経費
予算額／ 1383 万 7 千円
事業概要

ス
タ
ー
ト

民生費（17.6％）
1,044,171千円

総務費（16.2％）
959,953千円

59億
904万3千円

教育

■５歳児健診事業
予算額／ 31 万円５千円

子どもの発達特性を早期に発見し適切な支援
などを行うため、５歳児健診を行います。

事業概要

■コンビニ交付事業
予算額／ 627 万 6 千円

住民の利便性向上などを図るため、住民票等の
コンビニ交付を導入します。

事業概要

■宅地分譲事業
予算額／ 2949 万 1 千円

移住及び定住化を図ることを目的に、遊休町
有地を宅地として分譲するための設計を行い
ます。

事業概要

フルーツパークにきの再エネ・省エネ修繕工事
の設計や関連工事を行います。

■農村公園フルーツパークにき再構築事業
予算額／ 9,909 万 3 千円
事業概要

Wi-fiアクセスポイントの増設やタブレットの更
新を行います。

■校内通信ネットワーク整備事業（小・中学校）
予算額／ 2,895 万 2 千円

事業概要

高等学校の生徒の通学及び下宿に要する経費負担
を軽減するため、通学費等の一部を補助します。

■高等学校生徒通学費等補助事業
予算額／ 357 万 5 千円

事業概要

継続

令和10年度の義務教育学校開校に向け、校舎の
改修などを行います。

■銀山義務教育学校整備事業
予算額／ 4 億 4733 万 2 千円

事業概要

継続

生産基盤の充実、遊休農地の活用や担い手の育成など、収
益性の高い地域農業を中心に、商業・産業・観光との複合
的な展開により、活力あるまちづくりを推進します。

「いつまでも・いつでも学べる町」の実現に向け、子ども
から高齢者まで学習できる環境づくりに取り組みます。

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福
祉
・
定

住
促
進
・
災
害
対
策
な
ど
の
事
業

を
通
し
、
住
み
や
す
く
魅
力
的

で
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
提
供

す
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

新規

拡充

補助
事業
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６
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月
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で
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に
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決

さ
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た
令
和
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度
予
算
と
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な

事
業
に
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て
紹
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し
ま
す
。

●国民健康保険事業特別会計
　2億313万9千円

●後期高齢者医療特別会計
　1億416万1千円

●簡易水道事業会計
　収益的収入　2億4412万6千円

　収益的支出　2億4533万5千円

　資本的収入　1億2176万8千円

　資本的支出　1億7902万2千円

59億904万3千円●令和８年度一般会計予算総額
（前年度比 9億395万2千円増  18.1％増）

歳入
▼国・道支出金は、国庫支出金・道支出金です▼
交付金等は、地方譲与税・利子割交付金・配当割
交付金・株式等譲渡所得割交付金・法人事業税交
付金・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税交付
金・環境性能割交付金・地方特例交付金・交通安
全対策特別交付金です▼その他は、分担金及び負
担金・財産収入・繰越金・諸収入です

●令和８年度予算の主な事業
　令和８年度予算は、行政本来の目的である質の高い行政サービスの提供を目指し、最小の経費で最大の効果が発
揮できるよう財源の重点的かつ効率的な配分を行っています。
　次では、「暮らし」・「産業」・「教育」の分野から主な事業を紹介します。

歳出
▼その他は、議会費・労働費・災害復旧費・諸支
出金・予備費です

※歳入の「交付金等」に含まれる地方消費税交付金
95,000千円のうち、社会保障財源化分53,000千円は、
全て社会保障経費1,066,737千円へ充当しました。

歳　出

特別会計

公営企業会計

■産後ケア事業
予算額／ 66 万 2 千円

出産後１年以内の母子に対し、心身のケアや
育児サポート等を行い、産後も安心して子育
てができる支援体制の確保を行います。

事業概要

国・道支出金（20.7％）
1,221,538千円

地方交付税（35.5％）
2,100,000千円

衛生費（10.1％）
595,110千円

民生費（17.6％）
1,044,171千円

総務費（16.2％）
959,953千円

国・道支出金（20.7％）
1,221,538千円

地方交付税（35.5％）
2,100,000千円

町税（6.2％）
366,247千円

町債（11.1％）
657,000千円

使用料及び
手数料（1.2％）
70,675千円

交付金等（2.6％）
154,600千円

寄附金（7.1％）
420,010千円

繰入金（13.3％）
785,451千円

その他（2.3％）
 133,522千円

農林水産業費（4.5％）
229,475千円

商工費（6.0％）
303,098千円

土木費（13.5％）
680,211千円

消防費（4.1％）
207,883千円

教育費（13.2％）
660,449千円

公債費（8.9％）
451,865千円

その他（1.2％）
62,486千円

衛生費（10.1％）
595,110千円

農林水産業費（5.9％）
346,873千円

商工費（5.2％）
304,544千円

土木費（12.4％）
736,012千円

消防費（4.5％）
263,281千円

教育費（14.1％）
833,478千円

公債費（12.8％）
754,271千円

その他（1.2％）
64,568千円

その他（1.2％）
71,350千円

暮ら
し

「
持
続
可
能
な
仁
木
町
」
を
築
く

●
佐
藤
町
長
か
ら

●
佐
藤
町
長
か
ら

　
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
は

不
安
を
伴
い
ま
す
が
、
変
化
を
恐
れ

ず
、
知
恵
を
絞
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
、

次
代
に
誇
れ
る
「
持
続
可
能
な
仁
木

町
」
を
築
く
唯
一
の
道
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
「
現
状
維
持
」
と

い
う
選
択
肢
を
捨
て
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
未
来
へ
向
け
て
果
敢
に
行

動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歳　入

59億
904万3千円

59億
904万3千円

59億
904万3千円

（仮称）仁木南IC開通後の利用環境の変化を見
据えた再構築に係る基本計画の策定を行います。

■ふれあい遊トピア公園等振興プロジェクト
予算額／ 2,340 万 3 千円
事業概要

産業
りんごの省力栽培に関する実証試験を行う研究
組織へ、補助金を交付し支援を行います。

■りんご産地再構築事業
予算額／ 302 万 9 千円
事業概要

アライグマ捕獲用機器の購入に対し100％補
助（上限あり）などを実施します。

■有害鳥獣駆除対策経費
予算額／ 1383 万 7 千円
事業概要

ス
タ
ー
ト

民生費（17.6％）
1,044,171千円

総務費（16.2％）
959,953千円

59億
904万3千円

教育

■５歳児健診事業
予算額／ 31 万円５千円

子どもの発達特性を早期に発見し適切な支援
などを行うため、５歳児健診を行います。

事業概要

■コンビニ交付事業
予算額／ 627 万 6 千円

住民の利便性向上などを図るため、住民票等の
コンビニ交付を導入します。

事業概要

■宅地分譲事業
予算額／ 2949 万 1 千円

移住及び定住化を図ることを目的に、遊休町
有地を宅地として分譲するための設計を行い
ます。

事業概要

フルーツパークにきの再エネ・省エネ修繕工事
の設計や関連工事を行います。

■農村公園フルーツパークにき再構築事業
予算額／ 9,909 万 3 千円
事業概要

Wi-fiアクセスポイントの増設やタブレットの更
新を行います。

■校内通信ネットワーク整備事業（小・中学校）
予算額／ 2,895 万 2 千円

事業概要

高等学校の生徒の通学及び下宿に要する経費負担
を軽減するため、通学費等の一部を補助します。

■高等学校生徒通学費等補助事業
予算額／ 357 万 5 千円

事業概要

継続

令和10年度の義務教育学校開校に向け、校舎の
改修などを行います。

■銀山義務教育学校整備事業
予算額／ 4 億 4733 万 2 千円

事業概要

継続

生産基盤の充実、遊休農地の活用や担い手の育成など、収
益性の高い地域農業を中心に、商業・産業・観光との複合
的な展開により、活力あるまちづくりを推進します。

「いつまでも・いつでも学べる町」の実現に向け、子ども
から高齢者まで学習できる環境づくりに取り組みます。

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福
祉
・
定

住
促
進
・
災
害
対
策
な
ど
の
事
業

を
通
し
、
住
み
や
す
く
魅
力
的

で
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
提
供

す
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

新規

拡充

補助
事業
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講師の①⻆本大弘さんと②堀じゅん子さん

①新稲穂トンネルL側貫通式で挨拶を
する佐藤町長②貫通点で樽神輿が行わ
れ貫通を祝う③北海道新幹線二ツ森ト
ンネル貫通式の様子④二ツ森トンネル
の貫通点を見学する出席者の方々

仁
木
町
商
品
開
発
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
い
い
商
品
」
を
「
選
ば
れ
る
商
品
」
に

　
３
月
12
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
後
志
総
合
振
興
局
、
町
、
町
農
産

加
工
研
究
会
主
催
の
「
仁
木
町
商
品
開

発
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
⻆
本
大
弘
氏
と
札
幌
大
谷
大
学
芸
術

学
部
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
堀

じ
ゅ
ん
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
お
二
人

か
ら
小
規
模
事
業
者
で
も
実
践
で
き
る

商
品
設
計
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
基
本
を
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
品
設
計
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ま
で
商
品
構
想
を
整
理
す
る
ミ
ニ
ワ
ー

ク
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
29

名
の
方
々
は
、
講
師
の
お
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
に
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
、
３

月
22
日
に
新
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
Ｌ
側
の
貫

通
式
が
挙
行
さ
れ
、
佐
藤
町
長
は
両
貫

通
式
に
お
い
て
「
人
の
流
れ
や
物
流
を

北
海
道
新
幹
線
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
・
一
般
国
道
５
号
新
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
Ｌ
側

長
い
時
を
経
て
、２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

　
町
内
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
北

海
道
新
幹
線
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
と
一
般

国
道
５
号
新
稲
穂
ト
ン
ネ
ル
Ｌ
側
の
２

ト
ン
ネ
ル
が
、
こ
の
度
貫
通
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
新
幹
線
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
は
、

仁
木
町
・
赤
井
川
村
・
倶
知
安
町
の
３

町
村
を
ま
た
が
る
全
長
約
12
㎞
の
長
大

な
ト
ン
ネ
ル
で
、
平
成
28
年
か
ら
工
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、約
10
年
の
時
を
経
て
、

貫
通
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
５
号
新
稲
穂
ト
ン

ネ
ル
Ｌ
側
は
、
仁
木
町
と
共
和
町
を
ま

た
が
っ
た
高
規
格
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
で

全
長
は
約
3.8
㎞
。
令
和
５
年
か
ら
工
事

が
行
わ
れ
、
約
３
年
間
の
工
期
を
経
て

貫
通
し
ま
し
た
。

賞
参
加
者
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
ワ
イ
ン

生
産
者
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
。
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
町
内
11
者
の
ワ
イ
ン
生
産
者

や
後
志
エ
リ
ア
の
人
気
飲
食
店
な
ど
が

出
店
し
、
約
１
７
０
名
の
参
加
者
の
舌

を
楽
し
ま
せ
た
ほ
か
、
参
加
者
の
中
に

は
ド
レ
ス
や
着
物
、
仮
装
な
ど
を
着
用

さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、
ワ
イ
ン
や
料

理
と
共
に
、
非
日
常
的
な
雰
囲
気
を
堪

能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
、町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

仁
木
町
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
主
催
の
「
冬
の
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

in 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

仮
面
葡
萄
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
仮
面
葡
萄
会
は
「
冬
の
仁
木
町
に
ワ

イ
ン
を
飲
み
に
来
て
ほ
し
い
」
「
仁
木

町
の
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
生
産
者
が
直
接

①②③④仮面葡萄会の様子。町内
外から多くの方が参加⑤オーボエ
とピアノの演奏で会場が優雅な
雰囲気に⑥ガラポン抽選会にはニ
キボーⓇが参加。短い腕を使い頑
張って回す姿に、開場もほっこり

①①

②②

③③

⑥⑥

④④

⑤⑤

支
え
て
観
光
や
産
業
の
可
能
性
を
広
げ
、

そ
し
て
地
域
と
地
域
を
よ
り
近
づ
け
て

い
く
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

④④

①①

③③②②

①① ②②

仮
面
を
着
け
て
ワ
イ
ン
を
楽
し
む

冬
の
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

in 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

仮
面
葡
萄
会

保育証書を受け取る園児

　
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
町

内
各
保
育
園
・
保
育
所
で
は
卒
園
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
の
に
き
保
育
園
卒
園
式
で

は
13
名
の
児
童
が
卒
園
。
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
園
長
か
ら
保
育
証
書
を

受
け
取
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝

を
込
め
て
、
園
児
か
ら
保
護
者
や
先
生

方
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
た
姿
に
、
涙
ぐ

む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
に
き
保
育
園
の
細
田
園
長
は
「
皆
に

優
し
く
、
今
以
上
に
元
気
な
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
な
小
学
生
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
、卒
園
す
る
児
童
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
旅
立
ち

町
内
各
保
育
園
・
所
で
卒
園
式

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板
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ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
国
道
５
号
新
稲
穂
ト
ン

ネ
ル
Ｌ
側
は
、
仁
木
町
と
共
和
町
を
ま

た
が
っ
た
高
規
格
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
で

全
長
は
約
3.8
㎞
。
令
和
５
年
か
ら
工
事

が
行
わ
れ
、
約
３
年
間
の
工
期
を
経
て

貫
通
し
ま
し
た
。

賞
参
加
者
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
ワ
イ
ン

生
産
者
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
。
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
町
内
11
者
の
ワ
イ
ン
生
産
者

や
後
志
エ
リ
ア
の
人
気
飲
食
店
な
ど
が

出
店
し
、
約
１
７
０
名
の
参
加
者
の
舌

を
楽
し
ま
せ
た
ほ
か
、
参
加
者
の
中
に

は
ド
レ
ス
や
着
物
、
仮
装
な
ど
を
着
用

さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、
ワ
イ
ン
や
料

理
と
共
に
、
非
日
常
的
な
雰
囲
気
を
堪

能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
、町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

仁
木
町
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
主
催
の
「
冬
の
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

in 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

仮
面
葡
萄
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
仮
面
葡
萄
会
は
「
冬
の
仁
木
町
に
ワ

イ
ン
を
飲
み
に
来
て
ほ
し
い
」
「
仁
木

町
の
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
生
産
者
が
直
接

①②③④仮面葡萄会の様子。町内
外から多くの方が参加⑤オーボエ
とピアノの演奏で会場が優雅な
雰囲気に⑥ガラポン抽選会にはニ
キボーⓇが参加。短い腕を使い頑
張って回す姿に、開場もほっこり

①①

②②

③③

⑥⑥

④④

⑤⑤

支
え
て
観
光
や
産
業
の
可
能
性
を
広
げ
、

そ
し
て
地
域
と
地
域
を
よ
り
近
づ
け
て

い
く
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

④④

①①

③③②②

①① ②②

仮
面
を
着
け
て
ワ
イ
ン
を
楽
し
む

冬
の
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

in 

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

仮
面
葡
萄
会

保育証書を受け取る園児

　
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
町

内
各
保
育
園
・
保
育
所
で
は
卒
園
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
の
に
き
保
育
園
卒
園
式
で

は
13
名
の
児
童
が
卒
園
。
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
園
長
か
ら
保
育
証
書
を

受
け
取
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝

を
込
め
て
、
園
児
か
ら
保
護
者
や
先
生

方
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
た
姿
に
、
涙
ぐ

む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
に
き
保
育
園
の
細
田
園
長
は
「
皆
に

優
し
く
、
今
以
上
に
元
気
な
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
な
小
学
生
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
、卒
園
す
る
児
童
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
旅
立
ち

町
内
各
保
育
園
・
所
で
卒
園
式

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板
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●
転
　
　
出

・
鹿
毛
　
貴
之

（
仁
木
小
／
俱
知
安
町
俱
知
安
小
校
長
）

・
小
松
有
希
子

（
仁
木
中
／
京
極
町
京
極
中
教
頭
）

・
荻
山
　
直
人

（
銀
山
中
／
黒
松
内
町
白
井
川
中
教
頭)

・
八
柳
真
理
子

（
仁
木
小
／
余
市
町
黒
川
小
教
諭
）

・
山
﨑
　
孝
幸

（
仁
木
小
／
俱
知
安
町
俱
知
安
小
教
諭
）

・
三
田
健
太
郎

（
仁
木
小
／
留
寿
都
村
留
寿
都
小
教
諭
）

・
野
口
　
貴
史

（
銀
山
小
／
小
樽
市
山
の
手
小
教
諭
）

・
岩
崎
　
恭
子

（
銀
山
中
／
余
市
町
余
市
西
中
教
諭
）

●
退
　
　
職

・
柴
田
　
真
琴
（
仁
木
中
校
長
）

・
矢
城
　
智
彦
（
銀
山
中
教
諭
）

●
期
限
付
採
用

・
仁
木
小
教
諭
　
島
　
有
里
佳

　
　
　     

　
　
　   （
新
規
採
用
）

・
銀
山
小
教
諭
　
勇
内
山
　
勉

（
余
市
町
／
沢
町
小
）

・
銀
山
中
教
諭
　
秋
山
　
秀
也

（
仁
木
町
／
銀
山
中
）

・
仁
木
小
栄
養
教
諭

　
　
　
　
　   

小
島
　
さ
く
ら

（
倶
知
安
町
／
倶
知
安
東
小
）

新
任
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
４
月
の
人
事
異
動
等
で
、
町
内
小
中
学
校
へ
15
名
の
先
生
方
が
着
任
し
ま
し
た
。
転
出
、

退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。（
括
弧
内
は
前
任
地
や
転
出
地・敬
称
略
）

仁木小校長
韮澤　滋一

（岩内町 / 岩内東小）

仁木中校長
林　　尚起

（赤井川村 / 赤井川中）

仁木中教頭
柴田　靖士

（俱知安町 / 俱知安中）

銀山中教頭
岡村　真哉

（京極町 / 京極中）

仁木小教諭
七條　祐輔

（俱知安町 / 俱知安西小）

仁木小教諭
半田　　光
（余市町 / 登小）

仁木中教諭
中西　知典

（岩内町 / 岩内西小）

銀山中教諭
篠木　正幸

（小樽市 / 北陵中）

銀山中教諭
西村亜依里

（新規採用）

仁木中教諭
中村　喜行

（泊村 / 泊中）

仁木小教諭
千葉　康夫

（岩内町 / 岩内西小）

●
第
24
回
教
育
長
杯
室
内
パ
ー
ク

　
ゴ
ル
フ
大
会

・
日
付
：
２
月
20
日

・
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
優
　
勝
　
中
村
紀
昭

　
準
優
勝
　
田
村
信
子

　
３
　
位
　
滝
上
凌
子

各
種
大
会
結
果
・
表
彰
（
敬
称
略
）

●
仁
木
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
設
立

　
50
周
年
記
念
第
90
回
仁
木
町
バ
ド

　
ミ
ン
ト
ン
大
会

・
日
付
：
３
月
22
日

・
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

【
中
学
生
の
部   

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
西
條
陽
琉
・
寺
山
昌
努
　
ペ
ア

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

令
和
８
年
度
が
始
動
！

　
学
校
教
育
で
は
、
仁
木
町
学
校
教
育
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
仁
木
地
区
に
お
き
ま

し
て
は
、
既
存
校
舎
を
活
用
し
な
が
ら
系

統
的
で
連
続
し
た
教
育
活
動
を
進
め
る
施

設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
を
開
始
し
、
銀
山

地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
義
務
教
育
学
校

開
校
に
向
け
、
２
か
年
の
工
事
を
発
注
い

た
し
ま
す
。
生
涯
学
習
で
は
、「
町
民
に
質

の
高
い
教
育
を
」
の
実
現
に
向
け
、こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
学
習
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
様
々
な
社
会
変
化
に
も
果
敢
に

挑
戦
し
、
仁
木
町
の
輝
く
未
来
を
築
き
、

幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
と
の

　
令
和
８
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
は
、
第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「魅

力
あ
る
、
住
み
よ
い
、
個
人
の
主
体
性
と
地
域
の
共
生
・調
和
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～
す
べ
て
は
未

来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～
」の
具
現
化
に
向
け
、
「学
校
教
育
」と
「生
涯
学
習
」が
連
携
し
な

が
ら
取
組
の
方
針
と
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
学
校
教
育
で
３
項
目
、
生
涯
学
習
で
４
項
目
の
重

点
を
定
め
ま
し
た
。

緊
密
な
連
携
の
下
、一
丸
と
な
っ
て
本
町
教

育
の
充
実
、
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
画
と
、

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
教
育
関

係
機
関
、
団
体
等
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎学校教育（３項目）
・「教育内容の充実」
・「教育環境の充実」
・「学校給食の充実」
◎生涯学習（４項目）
・「いつまでも学習の推進」
・「スポーツ活動の振興」
・「文化・芸術活動の創出」
・「社会教育施設の適切な管理」

委員会
　 だより

73
No.

　「
ま
た
、
失
敗
だ
。」

　
体
育
館
で
と
び
箱
の

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
３
年
生
の
こ
ろ
ま

で
と
び
箱
が
得
意
で
し

た
。

　
し
か
し
、
高
学
年
用

の
５
だ
ん
は
と
べ
そ
う

で
と
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
、
友
達
が
と
ぶ

様
子
を
見
る
と
、
こ
し

の
位
置
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　
私
は
、
体
の
位
置
を

意
識
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
遠
く

に
手
を
つ
き
、
こ
し
を

上
げ
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
五
だ
ん
を
と
ぶ

仁
木
小
学
校  

４
年

小  

林
　
花  

寧
は

な

で
き
な
い
と

　
　
思
っ
て
い
た
と
び
箱

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
え
、
や
っ
た
ー
、
や
っ

と
と
べ
た
ー
。」

　
あ
い
か
さ
ん
に
伝
え

る
と
「
お
め
で
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
て
、
次

は
六
だ
ん
を
と
ぼ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
今
年
一
年
間
を
ふ
り

返
っ
て
、
努
力
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
続
け

て
、
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。
来
年
は
、
特

に
社
会
の
勉
強
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

【
女
子
の
部  

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
白
川
夕
葵
・
山
林
　
花
　
ペ
ア

【
男
子
１
部   

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
横
関
海
岬
空

　
※
パ
ー
ト
ナ
ー
は
町
外
選
手

【
男
子
２
部   

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
吉
本
真
也
・
吉
本
　
遼
　
ペ
ア

●児童・生徒作品集

　
３
月
14
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
仁
木
町
子
ど
も
体
験
塾
第
９

回
講
座
「
親
子
料
理
教
室
」
を

開
催
し
、７
組
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
料
理
に
精
通
し
て

い
る
仁
木
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
齊
藤
一
隊
員
を
講
師
に
迎

え
、
親
子
で
楽
し
く
パ
ン
ツ
ェ

ロ
ッ
テ
ィ（
揚
げ
ピ
ザ
）
作
り

を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
体
験
塾

女
性
の
つ
ど
い 丁寧に作り方を教える齊藤隊員桂さんの巧みな話術に会場は笑顔に包まれる

　
３
月
４
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
令
和
７
年
度
仁
木
町
女
性
の

つ
ど
い
を
開
催
し
、
23
名
の
女

性
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
落
語
家
の
桂
三
段
氏
を
お
迎

え
し
、「
桂
三
段
　
落
語
会
」
と

題
し
、
落
語
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
約
１
時
間
半
の

落
語
会
で
は
、
会
場
か
ら
は
何

度
も
大
き
な
笑
い
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
落
語
の
魅
力
に
触
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
参
加

者
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り
に
こ

ん
な
に
笑
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
あ
り
ま
し
た
。
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く
ら

（
倶
知
安
町
／
倶
知
安
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小
）

新
任
で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
４
月
の
人
事
異
動
等
で
、
町
内
小
中
学
校
へ
15
名
の
先
生
方
が
着
任
し
ま
し
た
。
転
出
、

退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。（
括
弧
内
は
前
任
地
や
転
出
地・敬
称
略
）

仁木小校長
韮澤　滋一

（岩内町 / 岩内東小）

仁木中校長
林　　尚起

（赤井川村 / 赤井川中）

仁木中教頭
柴田　靖士

（俱知安町 / 俱知安中）

銀山中教頭
岡村　真哉

（京極町 / 京極中）

仁木小教諭
七條　祐輔

（俱知安町 / 俱知安西小）

仁木小教諭
半田　　光
（余市町 / 登小）

仁木中教諭
中西　知典

（岩内町 / 岩内西小）

銀山中教諭
篠木　正幸

（小樽市 / 北陵中）

銀山中教諭
西村亜依里

（新規採用）

仁木中教諭
中村　喜行

（泊村 / 泊中）

仁木小教諭
千葉　康夫

（岩内町 / 岩内西小）

●
第
24
回
教
育
長
杯
室
内
パ
ー
ク

　
ゴ
ル
フ
大
会

・
日
付
：
２
月
20
日

・
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
優
　
勝
　
中
村
紀
昭

　
準
優
勝
　
田
村
信
子

　
３
　
位
　
滝
上
凌
子

各
種
大
会
結
果
・
表
彰
（
敬
称
略
）

●
仁
木
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
設
立

　
50
周
年
記
念
第
90
回
仁
木
町
バ
ド

　
ミ
ン
ト
ン
大
会

・
日
付
：
３
月
22
日

・
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

【
中
学
生
の
部   

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
西
條
陽
琉
・
寺
山
昌
努
　
ペ
ア

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

令
和
８
年
度
が
始
動
！

　
学
校
教
育
で
は
、
仁
木
町
学
校
教
育
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
仁
木
地
区
に
お
き
ま

し
て
は
、
既
存
校
舎
を
活
用
し
な
が
ら
系

統
的
で
連
続
し
た
教
育
活
動
を
進
め
る
施

設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
を
開
始
し
、
銀
山

地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
義
務
教
育
学
校

開
校
に
向
け
、
２
か
年
の
工
事
を
発
注
い

た
し
ま
す
。
生
涯
学
習
で
は
、「
町
民
に
質

の
高
い
教
育
を
」
の
実
現
に
向
け
、こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
学
習
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
様
々
な
社
会
変
化
に
も
果
敢
に

挑
戦
し
、
仁
木
町
の
輝
く
未
来
を
築
き
、

幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
と
の

　
令
和
８
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
は
、
第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「魅

力
あ
る
、
住
み
よ
い
、
個
人
の
主
体
性
と
地
域
の
共
生
・調
和
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～
す
べ
て
は
未

来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～
」の
具
現
化
に
向
け
、
「学
校
教
育
」と
「生
涯
学
習
」が
連
携
し
な

が
ら
取
組
の
方
針
と
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
学
校
教
育
で
３
項
目
、
生
涯
学
習
で
４
項
目
の
重

点
を
定
め
ま
し
た
。

緊
密
な
連
携
の
下
、一
丸
と
な
っ
て
本
町
教

育
の
充
実
、
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
画
と
、

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
教
育
関

係
機
関
、
団
体
等
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎学校教育（３項目）
・「教育内容の充実」
・「教育環境の充実」
・「学校給食の充実」
◎生涯学習（４項目）
・「いつまでも学習の推進」
・「スポーツ活動の振興」
・「文化・芸術活動の創出」
・「社会教育施設の適切な管理」

委員会
　 だより

73
No.

　「
ま
た
、
失
敗
だ
。」

　
体
育
館
で
と
び
箱
の

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
３
年
生
の
こ
ろ
ま

で
と
び
箱
が
得
意
で
し

た
。

　
し
か
し
、
高
学
年
用

の
５
だ
ん
は
と
べ
そ
う

で
と
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
、
友
達
が
と
ぶ

様
子
を
見
る
と
、
こ
し

の
位
置
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　
私
は
、
体
の
位
置
を

意
識
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
遠
く

に
手
を
つ
き
、
こ
し
を

上
げ
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
五
だ
ん
を
と
ぶ

仁
木
小
学
校  

４
年

小  

林
　
花  

寧
は

な

で
き
な
い
と

　
　
思
っ
て
い
た
と
び
箱

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

「
え
、
や
っ
た
ー
、
や
っ

と
と
べ
た
ー
。」

　
あ
い
か
さ
ん
に
伝
え

る
と
「
お
め
で
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
て
、
次

は
六
だ
ん
を
と
ぼ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
今
年
一
年
間
を
ふ
り

返
っ
て
、
努
力
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
続
け

て
、
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。
来
年
は
、
特

に
社
会
の
勉
強
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

【
女
子
の
部  

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
白
川
夕
葵
・
山
林
　
花
　
ペ
ア

【
男
子
１
部   

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
横
関
海
岬
空

　
※
パ
ー
ト
ナ
ー
は
町
外
選
手

【
男
子
２
部   

優
勝
】※
ダ
ブ
ル
ス

　
吉
本
真
也
・
吉
本
　
遼
　
ペ
ア

●児童・生徒作品集

　
３
月
14
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
仁
木
町
子
ど
も
体
験
塾
第
９

回
講
座
「
親
子
料
理
教
室
」
を

開
催
し
、７
組
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
料
理
に
精
通
し
て

い
る
仁
木
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
齊
藤
一
隊
員
を
講
師
に
迎

え
、
親
子
で
楽
し
く
パ
ン
ツ
ェ

ロ
ッ
テ
ィ（
揚
げ
ピ
ザ
）
作
り

を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
体
験
塾

女
性
の
つ
ど
い 丁寧に作り方を教える齊藤隊員桂さんの巧みな話術に会場は笑顔に包まれる

　
３
月
４
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
令
和
７
年
度
仁
木
町
女
性
の

つ
ど
い
を
開
催
し
、
23
名
の
女

性
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
落
語
家
の
桂
三
段
氏
を
お
迎

え
し
、「
桂
三
段
　
落
語
会
」
と

題
し
、
落
語
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
約
１
時
間
半
の

落
語
会
で
は
、
会
場
か
ら
は
何

度
も
大
き
な
笑
い
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
落
語
の
魅
力
に
触
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
参
加

者
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り
に
こ

ん
な
に
笑
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
あ
り
ま
し
た
。



町からのお知らせ

畜犬の登録

住民環境課環境衛生係　32-2513

　新たに犬を飼うときは畜犬登録が必要です。

　犬の生涯に１回の登録で、登録後に鑑札を交付します。

　住民環境課環境衛生係まで届出をお願いします。

１　畜犬登録料   　3,000円

２　その他

⑴　他市町村に転出される方や、他市町村から転入して

きた方は、変更手続を行ってください。

⑵　他人から犬を譲り受けた場合は、鑑札票の有無を確

認の上、変更手続を行ってください。鑑札票がない（過

去に畜犬登録されていない）場合は、新規登録となり

ます。

⑶　畜犬登録した飼い犬が既に死亡している場合は、速

やかに当係あてに連絡願います。

⑷　飼い犬が他人を咬んだ等の事故が起きた場合は、町

に届け出をするようお願いします。

⑸　飼い犬は、必ず２メートル以内のくさり等でつなぎ、

他人へ迷惑をかけない場所で飼育管理していただくよ

うご協力願います。

　狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければなりませんの

で、犬を飼っている皆さまは、最寄りの実施場所で、登録、

予防注射を受けてください。

２　狂犬病予防注射料  2,690円（毎年１回です）

３　予防注射済票交付料   550円（予防注射１回につき１枚交付します）

※当日、戸別に往診を希望する方は、５月１日㈮までに住民環境課  

  環境衛生係へ問い合わせてください。（別途往診料（1,000 円　   

  税込）がかかります。）

※他市町村から転入してきた方は、鑑札の提示を求めますのでご用

　意ください。鑑札がない場合は、新規所有犬とみなすことがあり

　ますのでご留意願います。

※つり銭の要らないようご協力願います。

令和８年度巡回狂犬病予防注射

住民環境課環境衛生係　32-2513

平 澤 芙 佐 子 様 宅 前

稲 園 会 館 前

旧 得 志 内 会 館 前

北 海 道 芸 術 高 校 グ ラ ウ ン ド 前

町 道 種 川 線 入 口

Ｊ Ｒ 仁 木 駅 前

久 保 康 典 様 宅 前

ふ れ あ い ３ ９ 駐 車 場

仁 木 大 橋 （ 旭 台 側 ）

中 川 章 人 様 宅 前

砥 の 川 会 館 前

平 内 バ ス 停 前
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然 別 生 活 館

木 村 雄 二 様 宅 前

大 江 生 活 改 善 セ ン タ ー 跡 地

船 戸 隆 男 様 宅 前

鈴 木 　 熏 様 宅 前

桜 ヶ 丘 学 園 前

銀 山 生 活 改 善 セ ン タ ー 前

長 沢 口 バ ス 停 前

尾 根 内 会 館

� 川 雅 博 様 宅 前
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１　実施日程

■５月 12 日㈫

■５月13日㈬

町からのお知らせ 　町が取り組んでいる各種事業・施策や、国・北海道・関係機関からのお知らせな
どをご紹介します。気になる情報がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

■令和８年８月以降にお送りするものについて

◎資格確認書(はがき型)が届く方

  ・85歳以上の方

  ・84歳以下の方で、マイナ保険証をお持ちでない方

◎資格情報のお知らせ（A４サイズ）が届く方

  ・84歳以下の方で、マイナ保険証をお持ちの方

※資格情報のお知らせが届いた方であっても、なんらかの

理由によりマイナ保険証での受診が困難であると申請さ

れた方には、資格確認書を交付します。

　資格確認書交付を希望される方は、資格確認書交付申請

書をお住まいの市区町村窓口にご提出ください。なお、

資格確認書交付申請書は、市区町村の窓口でお渡しして

いるほか、広域連合のホームページにも掲載していま

す。

■令和８年８月以降の医療機関への受診について

◎資格確認書が届いた方

　資格確認書で受診してください。

◎資格情報のお知らせが届いた方

　マイナ保険証で受診してください。

※資格情報のお知らせは、自身の資格情報を把握するため

　のものであり、資格情報のお知らせのみで医療機関等の

　受診はできません。なお、マイナ保険証の読み取りがで

　きない場合に、マイナ保険証とともに資格情報のお知ら

　せを提示することで、正しい資格情報で医療機関等を受

　診することができます。

後期高齢者医療制度

福祉課国保医療係　32-2514

　家庭から出たごみは、ごみ分別マニュアルに従って正し

く分別した上で、地区ごとに指定された曜日に所定の収集

場所に置いてください。

　分別が不十分なごみや、収集する種類とは異なるごみは、

収集されずにステーション等に残されます。

　残されたごみは風で飛散することがありますので、自分

が捨てたごみが残されているときはすみやかに回収し、ご

みの分け方や収集日を確認した上で、改めて捨ててくださ

い。

　びん・缶・ペットボトルについては、捨てる前に必ず中

をきれいにすすいだ上で、所定のコンテナ等に入れてくだ

さい。汚れが落ちないものについては、燃やせないごみと

して捨ててください。

ごみの正しい分別

住民環境課環境衛生係　32-2513

　昨年、本籍地の各市区町村長から、戸籍に記載される予

定の氏名フリガナを通知するハガキが発送されましたが、

通知されたフリガナの確認はお済みですか。（仁木町に本籍

がある方は昨年８月に発送済。）

　通知に記載されているフリガナが誤っている場合は、必

ず届出が必要です。届出期限は令和８年５月25日までです。

　通知されたフリガナが正しい場合は原則届出不要ですが、

フリガナを早期に戸籍へ記載したい場合は、通知されたフ

リガナが正しくても、届出をすることで、戸籍にフリガナ

を記載することができます。

●届出方法

・マイナンバーカードを使用して、マイナポータルからオン

 ライン届出をする

・届書を役場窓口に提出する（届書様式は、町ホームページ

 からダウンロードしていただくか、住民環境課窓口に備     

 え付けています）

　万が一、フリガナの通知が届いていない場合は、本籍地

の市区町村へお問い合わせください。

　離れて暮らすご家族がいる場合、通知をご覧いただいて

いるか確認をお願いします。

戸籍の氏名フリガナ届出

住民環境課住民係　32-2513

北海道職員「普及職員（農業）」募集

北海道農政部生産振興局　011-206-6436

　道では、試験研究機関や農業関係団体と連携し、農業の生産

性向上、農業経営や農村生活の改善などに関する技術や知識を

農業者に普及指導する普及職員を募集しています。

　令和８年度北海道職員採用試験の予定は以下のとおりです。

【普及職員（農業）A区分（大学卒業又は卒業見込みの方）】

●申込受付　４月20日㈪～５月18日㈪

●採用予定数　45名の内数

【普及職員（農業）A区分（SPI方式 第２回）（大学卒業又は卒業

見込みの方）】

●申込受付　７月17日㈮～８月21日㈮

●採用予定数　45名の内数

※一次試験はオンライン形式の試験（SPI）となります。

※農業に関する専門知識を面接のみで試験する方式です。

※受験時に大学３年生（令和10年３月31日卒業見込み）の方も受験可能

　です。

【普及職員（農業）C区分（民間企業等経験３年以上）】

●申込受付　第Ⅰ期：３月２日㈪～３月23日㈪

　　　　　　第Ⅱ期：４月１日㈬～６月26日㈮

　　　　　　第Ⅲ期：７月３日㈮～９月４日㈮

●採用予定数　15名

採用試験の概要については、北海道人事委員会のホームページ

をご覧ください。

○北海道人事委員会事務局任用課HP

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hj/nny/

普及職員（農業）の業務内容については、次のホームページを

ご覧ください。

○普及職員（農業）職員採用のページＵＲＬ

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/gjf/fukyuu-saiyou.html
後期高齢者医療制度運営協議会委員募集

北海道後期高齢者医療広域連合　011-290-5601

　北海道後期高齢者医療広域連合では、住民の皆さまの代表と

して、制度の運営に関する重要事項を審議していただく運営協

議会委員を募集しています。

●応募資格　道内在住の満18歳以上の方

　　　　　　（ただし、議員や公務員等を除く）

●募集人数　５名

●任　　期　令和８年７月から２年間

　　　　　　（開催は年２回を予定しています）

●応募方法　北海道後期高齢者医療広域連合及び市区町村窓

　　　　　　口にある応募要領を参照してください

●応募締切　令和８年４月30日㈭

●選　　考　選考委員会を設置し、提出された小論文等により

　　　　　　総合的に委員を選考します

●報酬など　１日につき5,000円の報酬と旅費を支給します

9 令和８年４月 8令和８年４月

町のイベントやお知らせなどを発信しています

仁木町公式 Instagram・Facebook 更新中！

フォローよろしくお願いします！
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町からのお知らせ

畜犬の登録

住民環境課環境衛生係　32-2513

　新たに犬を飼うときは畜犬登録が必要です。

　犬の生涯に１回の登録で、登録後に鑑札を交付します。

　住民環境課環境衛生係まで届出をお願いします。

１　畜犬登録料   　3,000円

２　その他

⑴　他市町村に転出される方や、他市町村から転入して

きた方は、変更手続を行ってください。

⑵　他人から犬を譲り受けた場合は、鑑札票の有無を確

認の上、変更手続を行ってください。鑑札票がない（過

去に畜犬登録されていない）場合は、新規登録となり

ます。

⑶　畜犬登録した飼い犬が既に死亡している場合は、速

やかに当係あてに連絡願います。

⑷　飼い犬が他人を咬んだ等の事故が起きた場合は、町

に届け出をするようお願いします。

⑸　飼い犬は、必ず２メートル以内のくさり等でつなぎ、

他人へ迷惑をかけない場所で飼育管理していただくよ

うご協力願います。

　狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければなりませんの

で、犬を飼っている皆さまは、最寄りの実施場所で、登録、

予防注射を受けてください。

２　狂犬病予防注射料  2,690円（毎年１回です）

３　予防注射済票交付料   550円（予防注射１回につき１枚交付します）

※当日、戸別に往診を希望する方は、５月１日㈮までに住民環境課  

  環境衛生係へ問い合わせてください。（別途往診料（1,000 円　   

  税込）がかかります。）

※他市町村から転入してきた方は、鑑札の提示を求めますのでご用

　意ください。鑑札がない場合は、新規所有犬とみなすことがあり

　ますのでご留意願います。

※つり銭の要らないようご協力願います。

令和８年度巡回狂犬病予防注射

住民環境課環境衛生係　32-2513
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１　実施日程

■５月 12 日㈫

■５月13日㈬

町からのお知らせ 　町が取り組んでいる各種事業・施策や、国・北海道・関係機関からのお知らせな
どをご紹介します。気になる情報がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

■令和８年８月以降にお送りするものについて

◎資格確認書(はがき型)が届く方

  ・85歳以上の方

  ・84歳以下の方で、マイナ保険証をお持ちでない方

◎資格情報のお知らせ（A４サイズ）が届く方

  ・84歳以下の方で、マイナ保険証をお持ちの方

※資格情報のお知らせが届いた方であっても、なんらかの

理由によりマイナ保険証での受診が困難であると申請さ

れた方には、資格確認書を交付します。

　資格確認書交付を希望される方は、資格確認書交付申請

書をお住まいの市区町村窓口にご提出ください。なお、

資格確認書交付申請書は、市区町村の窓口でお渡しして

いるほか、広域連合のホームページにも掲載していま

す。

■令和８年８月以降の医療機関への受診について

◎資格確認書が届いた方

　資格確認書で受診してください。

◎資格情報のお知らせが届いた方

　マイナ保険証で受診してください。

※資格情報のお知らせは、自身の資格情報を把握するため

　のものであり、資格情報のお知らせのみで医療機関等の

　受診はできません。なお、マイナ保険証の読み取りがで

　きない場合に、マイナ保険証とともに資格情報のお知ら

　せを提示することで、正しい資格情報で医療機関等を受

　診することができます。

後期高齢者医療制度

福祉課国保医療係　32-2514

　家庭から出たごみは、ごみ分別マニュアルに従って正し

く分別した上で、地区ごとに指定された曜日に所定の収集

場所に置いてください。

　分別が不十分なごみや、収集する種類とは異なるごみは、

収集されずにステーション等に残されます。

　残されたごみは風で飛散することがありますので、自分

が捨てたごみが残されているときはすみやかに回収し、ご

みの分け方や収集日を確認した上で、改めて捨ててくださ

い。

　びん・缶・ペットボトルについては、捨てる前に必ず中

をきれいにすすいだ上で、所定のコンテナ等に入れてくだ

さい。汚れが落ちないものについては、燃やせないごみと

して捨ててください。

ごみの正しい分別

住民環境課環境衛生係　32-2513

　昨年、本籍地の各市区町村長から、戸籍に記載される予

定の氏名フリガナを通知するハガキが発送されましたが、

通知されたフリガナの確認はお済みですか。（仁木町に本籍

がある方は昨年８月に発送済。）

　通知に記載されているフリガナが誤っている場合は、必

ず届出が必要です。届出期限は令和８年５月25日までです。

　通知されたフリガナが正しい場合は原則届出不要ですが、

フリガナを早期に戸籍へ記載したい場合は、通知されたフ

リガナが正しくても、届出をすることで、戸籍にフリガナ

を記載することができます。

●届出方法

・マイナンバーカードを使用して、マイナポータルからオン

 ライン届出をする

・届書を役場窓口に提出する（届書様式は、町ホームページ

 からダウンロードしていただくか、住民環境課窓口に備     

 え付けています）

　万が一、フリガナの通知が届いていない場合は、本籍地

の市区町村へお問い合わせください。

　離れて暮らすご家族がいる場合、通知をご覧いただいて

いるか確認をお願いします。

戸籍の氏名フリガナ届出

住民環境課住民係　32-2513

北海道職員「普及職員（農業）」募集

北海道農政部生産振興局　011-206-6436

　道では、試験研究機関や農業関係団体と連携し、農業の生産

性向上、農業経営や農村生活の改善などに関する技術や知識を

農業者に普及指導する普及職員を募集しています。

　令和８年度北海道職員採用試験の予定は以下のとおりです。

【普及職員（農業）A区分（大学卒業又は卒業見込みの方）】

●申込受付　４月20日㈪～５月18日㈪

●採用予定数　45名の内数

【普及職員（農業）A区分（SPI方式 第２回）（大学卒業又は卒業

見込みの方）】

●申込受付　７月17日㈮～８月21日㈮

●採用予定数　45名の内数

※一次試験はオンライン形式の試験（SPI）となります。

※農業に関する専門知識を面接のみで試験する方式です。

※受験時に大学３年生（令和10年３月31日卒業見込み）の方も受験可能

　です。

【普及職員（農業）C区分（民間企業等経験３年以上）】

●申込受付　第Ⅰ期：３月２日㈪～３月23日㈪

　　　　　　第Ⅱ期：４月１日㈬～６月26日㈮

　　　　　　第Ⅲ期：７月３日㈮～９月４日㈮

●採用予定数　15名

採用試験の概要については、北海道人事委員会のホームページ

をご覧ください。

○北海道人事委員会事務局任用課HP

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hj/nny/

普及職員（農業）の業務内容については、次のホームページを

ご覧ください。

○普及職員（農業）職員採用のページＵＲＬ

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/gjf/fukyuu-saiyou.html
後期高齢者医療制度運営協議会委員募集

北海道後期高齢者医療広域連合　011-290-5601

　北海道後期高齢者医療広域連合では、住民の皆さまの代表と

して、制度の運営に関する重要事項を審議していただく運営協

議会委員を募集しています。

●応募資格　道内在住の満18歳以上の方

　　　　　　（ただし、議員や公務員等を除く）

●募集人数　５名

●任　　期　令和８年７月から２年間

　　　　　　（開催は年２回を予定しています）

●応募方法　北海道後期高齢者医療広域連合及び市区町村窓

　　　　　　口にある応募要領を参照してください

●応募締切　令和８年４月30日㈭

●選　　考　選考委員会を設置し、提出された小論文等により

　　　　　　総合的に委員を選考します

●報酬など　１日につき5,000円の報酬と旅費を支給します

9 令和８年４月 8令和８年４月

町のイベントやお知らせなどを発信しています

仁木町公式 Instagram・Facebook 更新中！

フォローよろしくお願いします！
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町からのお知らせ

　
仮
面
葡
萄
会
や
名

古
屋
・
東
京
で
仁
木
町

産
ワ
イ
ン
の
ペ
ア
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　
４
月
末
を
も
ち
ま
し

て
、
協
力
隊
を
卒
業
し

ま
す
。３
年
間
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
と
て
も
お
世
話
に
な
り
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
は
、
自
分
も

素
晴
ら
し
い
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
で
、
仁
木
町

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
寒
い
冬
も
終
わ
り

暖
か
い
陽
気
の
４
月
を

迎
え
、
仁
木
げ
ん
き
食

堂
に
来
る
子
ど
も
た
ち

も
進
級
し
、
少
し
だ
け

大
人
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
仁
木
食
堂
で
は
、
昨
年
か
ら
お
弁
当

業
務
を
承
っ
て
お
り
、
お
声
か
け
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た
だ
け
た

ら
幸
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で
す
。連
絡
先
０
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３
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７
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原
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員
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ー
ツ
少
年
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も
無
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了
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ご
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仮
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今
年
度
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寺
子
屋
は

３
月
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参
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！
来
年
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に
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ご
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、
猟
友
会
で
の

活
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引
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マ
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の
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の
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最
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皆
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ら
も
五
共
ハ
イ
ヤ
ー

さ
ん
の
向
か
い
に
居
ま
す
の
で
い
つ
で
も
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

中
野
隆
介
　
隊
員

　
ネ
イ
ル
技
術
向
上
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
、
技
術

や
知
識
の
習
得
に
励
ん

で
い
ま
す
。任
期
終
了

後
は
町
に
定
住
し
、
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
の
開
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。周
辺
市
町
村
か
ら
も
お
客

さ
ま
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

川
上
あ
ゆ
　
隊
員

　
２
月
７
日
に
マ
ウ
ン

ト
仁
木
の
雪
フ
ェ
ス
イ

ベ
ン
ト
で
ボ
リ
ビ
ア
の

軽
食
体
験
会
を
開
催

し
、
調
理
と
試
食
を
通

じ
て
食
文
化
を
紹
介
し

ま
し
た
。ま
た
、
３
月
29

日
に
は
国
際
交
流
の
一

環
と
し
て
、
書
道
教
室
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。両
日
と
も
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
生

ま
れ
、
異
文
化
理
解
の
促
進
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

松
村
孝
明
　
隊
員

　
冬
の
ワ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト「
仮
面
葡
萄
会
」を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。半
年
ほ
ど
か

け
て
準
備
を
し
て
き
た

の
で
、
達
成
感
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
次
は
ワ
イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
の
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。仁
木
町
認
知
度
拡
大
に

向
け
て
、
引
き
続
き
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

福
重
め
ぐ
み
　
隊
員

　
２
月
は
地
域
の
農
業

経
営
基
盤
の
強
化
の
促

進
に
関
す
る
計
画
（
地

域
計
画
）
の
見
直
し
支

援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
12
月
末
ま
で
の

農
地
の
権
利
移
動
な

ど
を
反
映
し
た
変
更
案
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
と
の
話
合
い

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

服
部
　
聖
　
隊
員

　
先
月
は
大
阪
、
名
古

屋
へ
仁
木
町
ワ
イ
ン
と

イ
タ
リ
ア
料
理
の
会
を

開
催
し
ま
し
た
。ま
だ

ま
だ
仁
木
町
の
こ
と
を

知
ら
な
い
お
客
さ
ま
も

多
い
中
、
盛
況
の
中
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
４
月
は
年
度
は
じ
め
と
な
り
ま
す
。気
を

引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

齊
藤
　
一
　
隊
員

　
町
内
に
お
け
る
外
国

人
支
援
に
関
す
る
日
常

的
な
相
談
対
応
や
情

報
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
内
で
の
生
活

支
援
体
制
の
把
握
と

関
係
機
関
と
の
連
携
に

努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
仁
木
町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
編
集
で
は
、町
内
の
生
活
情
報
を
分
か
り
や

す
く
整
理
す
る
な
ど
着
々
と
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

ダ
ン 
ヒ
ェ
ウ 

チ
ュ
ン
　
隊
員

今月の
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Activity Report

地域おこし協力隊

●北後志消防組合仁木支署

　4月から消防士として
仁木支署に拝命されま
した渡辺蓮です。若さと
体力を武器に日々の訓練
に全力で励み、皆様の安
全を守ります。一日も早
く信頼される消防士になれるよう、精一杯
頑張りますのでよろしくお願いします！

渡  辺  　　蓮 さん （18 歳）
わた なべ れん

町からのお知らせ 　町が取り組んでいる各種事業・施策や、国・北海道・関係機関からのお知らせな
どをご紹介します。気になる情報がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

　自衛隊では、以下の募集を行います。

●幹部候補生

・応募資格 　22歳以上26歳未満の方

・受付期間　 ４月22日㈬から６月５日㈮

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

●幹部候補曹　※幹部候補生と重複受験可

・応募資格 　20歳以上33歳未満の方

・受付期間　 ４月22日㈬から６月５日㈮

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

●一般曹候補生・自衛官候補生

・応募資格 　18歳から33歳未満の方

・受付期間　 お問い合わせください

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

※陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊には車両・船・飛

　行機を扱う職種等は100種類以上あります。試験内容・イ

　ベント案内及び各種個別説明など詳しくは、小樽地域事

　務所までご連絡ください。

　　そのほか、応募資格等については上記までお問い合わ

　せください。

自衛官募集

自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所 0134-22-5521

●産業課 商工観光振興係 主事

　この度、仁木町役場で
働かせていただくことに
なりました北澤輝明と申
します。一日でも早く仕
事を覚え、町民の皆さま
のお役に立てるよう頑張
ります。どうぞよろしくお願いします。

さん （18 歳）北  澤  輝  明 
きた ざわ あきてる

新入職員

●企画課 未来創生係 主事

　北海道から派遣でま
いりました設樂と申しま
す。仁木町のフルーツや
ワインを味わえることを
とても楽しみにしており
ます。皆さまのお力にな
れるよう精一杯頑張りますのでどうぞよろ
しくお願いいたします。

設  樂  慎太郎 さん （27 歳）
した ら　　　　しんたろう

道派遣職員

仁
木
町
人
事

●
仁
木
町
人
事（
４
月
１
日
付
け
）

▼
総
務
課
長
兼
総
務
係
長（
住
民
環
境
課
長
）本
多
弘
一▼
総

務
課
参
事
兼
広
報
交
通
係
長（
産
業
課
参
事
）桂
下
友
芳
▼
企

画
課
長
兼
未
来
創
生
係
長（
企
画
課
主
幹
）齊
藤
正
吾
▼
住
民

環
境
課
長
兼
環
境
衛
生
係
長
（
住
民
環
境
課
主
幹
兼
環
境
衛

生
係
長
）庄
司
良
佑
▼
産
業
課
参
事（
企
画
課
長
）奈
良
充
雄

▼
総
務
課
付
課
長
扱
後
志
広
域
連
合
派
遣
（
福
祉
課
主
幹
兼

国
保
医
療
係
長
）
二
宮
清
司
▼
総
務
課
主
幹
兼
防
災
管
財
係

長（
産
業
課
主
幹
兼
農
政
係
長
）米
田
圭
佑
▼
産
業
課
主
幹
兼

農
政
係
長（
財
政
課
財
政
係
長
）寺
尾
章
▼
建
設
課
主
幹
兼
建

築
水
道
係
長（
建
設
課
建
築
水
道
係
長
）藤
本
和
美
▼
建
設
課

主
幹
兼
土
木
係
長（
建
設
課
土
木
係
長
）境
龍
人
▼
出
納
室
主

幹
兼
出
納
係
長（
住
民
環
境
課
主
幹
兼
住
民
係
長
）菊
池
則
子

▼
総
務
課
総
務
係
主
査（
総
務
課
長
）鹿
内
力
三
▼
財
政
課
財

政
係
長（
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）新
谷
和
弘
▼
住
民
環
境
課

住
民
係
長
（
教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
係
主
任
）
小
野
寺

宏
弥
▼
福
祉
課
お
も
い
や
り
係
長
（
産
業
課
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
係
長
）吉
江
翼
▼
福
祉
課
国
保
医
療
係
長（
企
画
課
未
来

創
生
係
長
）中
村
典
利
▼
福
祉
課
介
護
保
険
係
長（
後
志
広
域

連
合
派
遣
）前
坂
康
太
▼
産
業
課
商
工
観
光
振
興
係
長（
総
務

課
広
報
交
通
係
長
）
干
場
雅
矢
▼
産
業
課
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
係
長（
産
業
課
商
工
観
光
振
興
係
長
）今
野
慎
▼
総
務
課
総

務
係
主
任（
総
務
課
付
係
長
扱
）木
村
友
美
▼
総
務
課
職
員
係

主
任（
総
務
課
総
務
係
長
）守
田
有
作
▼
住
民
環
境
課
環
境
衛

生
係
主
任（
財
政
課
税
務
係
主
任
）中
村
直
人
▼
建
設
課
建
築

水
道
係
主
任（
産
業
課
農
政
係
主
任
）鎌
田
大
哉
▼
総
務
課
付

　町では、町民の皆さまに清潔で安全な水道水を提供する

ため、国の基準に基づき水質検査を実施し、安全の確認を

行っています。

　水質検査の適正化を確認するため、水質検査計画を毎年

作成していますが、令和８年度（４月～翌年３月）の内容

については、仁木町HP（https://www.town.niki.hokkaido.jp）

と建設課窓口で公開していますので、ご覧ください。

令和８年度水質検査計画の公開

建設課建築水道係　32-3639

消防職員
主
事
・
北
海
道
派
遣（
福
祉
課
福
祉
あ
ん
し
ん
係
主
事
）菅
原

虎
貴
▼
企
画
課
未
来
創
生
係
主
事
（
北
海
道
派
遣
職
員
）
設

樂
慎
太
郎
▼
福
祉
課
福
祉
あ
ん
し
ん
係
主
事
（
企
画
課
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
係
主
事
）
浅
野
滉
▼
産
業
課
農
政
係
主
事

（
建
設
課
建
築
水
道
係
主
事
）
髙
村
神
音
▼
産
業
課
商
工
観

光
振
興
係
主
事（
新
規
採
用
）北
澤
輝
明

●
仁
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事（
４
月
１
日
付
け
）

▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場
学
校
給
食
係
長
（
福
祉
課
お
も
い

や
り
係
長
）
桂
下
悠
未
▼
総
務
学
校
教
育
係
主
事
（
総
務
課

総
務
係
主
事
）山
本
風
花

●
仁
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
人
事（
４
月
１
日
付
け
）

▼
兼
事
書
記
長（
総
務
課
長
兼
総
務
係
長
）本
多
弘
一▼
書
記

（
総
務
課
総
務
係
主
査
）鹿
内
力
三
▼
書
記（
総
務
課
総
務
係

主
任
）木
村
友
美

●
退
　
　
職（
３
月
31
日
付
け
）

▼
濱
田
敬
司（
総
務
課
参
事
）▼
川
上
登
志
和（
総
務
課
主
幹
）

▼
赤
石
哲
明（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
共
同
調
理
場
学
校
給

食
係
長
）▼
奥
川
奈
緒
美
（
福
祉
課
介
護
保
険
係
主
任
）▼

佐
々
木
宏（
総
務
課
防
災
管
財
係
主
事
）

●
派
遣
終
了（
３
月
31
日
付
け
）

▼
吉
田
匡
宏
（
産
業
課
農
政
係
主
事
・
併
任
職
員
）（
北
海
道

農
政
部
農
産
振
興
局
）
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町からのお知らせ

　
仮
面
葡
萄
会
や
名

古
屋
・
東
京
で
仁
木
町

産
ワ
イ
ン
の
ペ
ア
リ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　
４
月
末
を
も
ち
ま
し

て
、
協
力
隊
を
卒
業
し

ま
す
。３
年
間
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
と
て
も
お
世
話
に
な
り
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
は
、
自
分
も

素
晴
ら
し
い
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
で
、
仁
木
町

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
寒
い
冬
も
終
わ
り

暖
か
い
陽
気
の
４
月
を

迎
え
、
仁
木
げ
ん
き
食

堂
に
来
る
子
ど
も
た
ち

も
進
級
し
、
少
し
だ
け

大
人
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
仁
木
食
堂
で
は
、
昨
年
か
ら
お
弁
当

業
務
を
承
っ
て
お
り
、
お
声
か
け
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。連
絡
先
０
９
０-

３
８
９
３-

７

６
７
７（
菅
原
）ま
で

菅
原
康
晃
　
隊
員

　
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

奉
仕
団
活
動
＆
ス
キ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

も
無
事
終
了
。関
係
各

位
さ
ま
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
仮
面
葡
萄
会
の
お

手
伝
い
は
毎
回
楽
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
！
雪
解
け
も
進
み
春
の
仁
木
を
満
喫

し
ま
し
ょ
う
！

齊
藤
和
世
　
隊
員

小
林
久
志
　
隊
員

　
今
年
度
の
寺
子
屋
は

３
月
の
中
旬
に
終
了
し

ま
し
た
。ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
来
年
度
に
つ
い
て

は
４
月
中
に
学
校
に
て

お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま

す
。皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
ま
た
、
猟
友
会
で
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
シ
カ
の
一
斉
駆
除
が
ひ
と
段

落
と
な
り
、
引
き
続
き
個
人
で
の
捕
獲
と
ヒ
グ

マ
被
害
防
止
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

深
見
俊
介
　
隊
員

　
い
つ
も
協
力
隊
の
欄

を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
今
回
が

最
後
の
掲
載
と
な
り

ま
す
。仁
木
に
来
て
３

年
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
事
だ
ら
け
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
優
し
さ
で
頑

張
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
五
共
ハ
イ
ヤ
ー

さ
ん
の
向
か
い
に
居
ま
す
の
で
い
つ
で
も
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

中
野
隆
介
　
隊
員

　
ネ
イ
ル
技
術
向
上
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
、
技
術

や
知
識
の
習
得
に
励
ん

で
い
ま
す
。任
期
終
了

後
は
町
に
定
住
し
、
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
の
開
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。周
辺
市
町
村
か
ら
も
お
客

さ
ま
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

川
上
あ
ゆ
　
隊
員

　
２
月
７
日
に
マ
ウ
ン

ト
仁
木
の
雪
フ
ェ
ス
イ

ベ
ン
ト
で
ボ
リ
ビ
ア
の

軽
食
体
験
会
を
開
催

し
、
調
理
と
試
食
を
通

じ
て
食
文
化
を
紹
介
し

ま
し
た
。ま
た
、
３
月
29

日
に
は
国
際
交
流
の
一

環
と
し
て
、
書
道
教
室
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。両
日
と
も
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
生

ま
れ
、
異
文
化
理
解
の
促
進
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

松
村
孝
明
　
隊
員

　
冬
の
ワ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト「
仮
面
葡
萄
会
」を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。半
年
ほ
ど
か

け
て
準
備
を
し
て
き
た

の
で
、
達
成
感
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
次
は
ワ
イ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
の
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。仁
木
町
認
知
度
拡
大
に

向
け
て
、
引
き
続
き
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

福
重
め
ぐ
み
　
隊
員

　
２
月
は
地
域
の
農
業

経
営
基
盤
の
強
化
の
促

進
に
関
す
る
計
画
（
地

域
計
画
）
の
見
直
し
支

援
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
12
月
末
ま
で
の

農
地
の
権
利
移
動
な

ど
を
反
映
し
た
変
更
案
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
と
の
話
合
い

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

服
部
　
聖
　
隊
員

　
先
月
は
大
阪
、
名
古

屋
へ
仁
木
町
ワ
イ
ン
と

イ
タ
リ
ア
料
理
の
会
を

開
催
し
ま
し
た
。ま
だ

ま
だ
仁
木
町
の
こ
と
を

知
ら
な
い
お
客
さ
ま
も

多
い
中
、
盛
況
の
中
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
４
月
は
年
度
は
じ
め
と
な
り
ま
す
。気
を

引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

齊
藤
　
一
　
隊
員

　
町
内
に
お
け
る
外
国

人
支
援
に
関
す
る
日
常

的
な
相
談
対
応
や
情

報
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
内
で
の
生
活

支
援
体
制
の
把
握
と

関
係
機
関
と
の
連
携
に

努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
仁
木
町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
編
集
で
は
、町
内
の
生
活
情
報
を
分
か
り
や

す
く
整
理
す
る
な
ど
着
々
と
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

ダ
ン 

ヒ
ェ
ウ 

チ
ュ
ン
　
隊
員
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地域おこし協力隊

●北後志消防組合仁木支署

　4月から消防士として
仁木支署に拝命されま
した渡辺蓮です。若さと
体力を武器に日々の訓練
に全力で励み、皆様の安
全を守ります。一日も早
く信頼される消防士になれるよう、精一杯
頑張りますのでよろしくお願いします！

渡  辺  　　蓮 さん （18 歳）
わた なべ れん

町からのお知らせ 　町が取り組んでいる各種事業・施策や、国・北海道・関係機関からのお知らせな
どをご紹介します。気になる情報がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊 

今
月
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

　自衛隊では、以下の募集を行います。

●幹部候補生

・応募資格 　22歳以上26歳未満の方

・受付期間　 ４月22日㈬から６月５日㈮

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

●幹部候補曹　※幹部候補生と重複受験可

・応募資格 　20歳以上33歳未満の方

・受付期間　 ４月22日㈬から６月５日㈮

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

●一般曹候補生・自衛官候補生

・応募資格 　18歳から33歳未満の方

・受付期間　 お問い合わせください

・試験内容　 筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査等

※陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊には車両・船・飛

　行機を扱う職種等は100種類以上あります。試験内容・イ

　ベント案内及び各種個別説明など詳しくは、小樽地域事

　務所までご連絡ください。

　　そのほか、応募資格等については上記までお問い合わ

　せください。

自衛官募集

自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所 0134-22-5521

●産業課 商工観光振興係 主事

　この度、仁木町役場で
働かせていただくことに
なりました北澤輝明と申
します。一日でも早く仕
事を覚え、町民の皆さま
のお役に立てるよう頑張
ります。どうぞよろしくお願いします。

さん （18 歳）北  澤  輝  明 
きた ざわ あきてる

新入職員

●企画課 未来創生係 主事

　北海道から派遣でま
いりました設樂と申しま
す。仁木町のフルーツや
ワインを味わえることを
とても楽しみにしており
ます。皆さまのお力にな
れるよう精一杯頑張りますのでどうぞよろ
しくお願いいたします。

設  樂  慎太郎 さん （27 歳）
した ら　　　　しんたろう

道派遣職員

仁
木
町
人
事

●
仁
木
町
人
事（
４
月
１
日
付
け
）

▼
総
務
課
長
兼
総
務
係
長（
住
民
環
境
課
長
）本
多
弘
一▼
総

務
課
参
事
兼
広
報
交
通
係
長（
産
業
課
参
事
）桂
下
友
芳
▼
企

画
課
長
兼
未
来
創
生
係
長（
企
画
課
主
幹
）齊
藤
正
吾
▼
住
民

環
境
課
長
兼
環
境
衛
生
係
長
（
住
民
環
境
課
主
幹
兼
環
境
衛

生
係
長
）庄
司
良
佑
▼
産
業
課
参
事（
企
画
課
長
）奈
良
充
雄

▼
総
務
課
付
課
長
扱
後
志
広
域
連
合
派
遣
（
福
祉
課
主
幹
兼

国
保
医
療
係
長
）
二
宮
清
司
▼
総
務
課
主
幹
兼
防
災
管
財
係

長（
産
業
課
主
幹
兼
農
政
係
長
）米
田
圭
佑
▼
産
業
課
主
幹
兼

農
政
係
長（
財
政
課
財
政
係
長
）寺
尾
章
▼
建
設
課
主
幹
兼
建

築
水
道
係
長（
建
設
課
建
築
水
道
係
長
）藤
本
和
美
▼
建
設
課

主
幹
兼
土
木
係
長（
建
設
課
土
木
係
長
）境
龍
人
▼
出
納
室
主

幹
兼
出
納
係
長（
住
民
環
境
課
主
幹
兼
住
民
係
長
）菊
池
則
子

▼
総
務
課
総
務
係
主
査（
総
務
課
長
）鹿
内
力
三
▼
財
政
課
財

政
係
長（
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）新
谷
和
弘
▼
住
民
環
境
課

住
民
係
長
（
教
育
委
員
会
総
務
学
校
教
育
係
主
任
）
小
野
寺

宏
弥
▼
福
祉
課
お
も
い
や
り
係
長
（
産
業
課
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
係
長
）吉
江
翼
▼
福
祉
課
国
保
医
療
係
長（
企
画
課
未
来

創
生
係
長
）中
村
典
利
▼
福
祉
課
介
護
保
険
係
長（
後
志
広
域

連
合
派
遣
）前
坂
康
太
▼
産
業
課
商
工
観
光
振
興
係
長（
総
務

課
広
報
交
通
係
長
）
干
場
雅
矢
▼
産
業
課
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
係
長（
産
業
課
商
工
観
光
振
興
係
長
）今
野
慎
▼
総
務
課
総

務
係
主
任（
総
務
課
付
係
長
扱
）木
村
友
美
▼
総
務
課
職
員
係

主
任（
総
務
課
総
務
係
長
）守
田
有
作
▼
住
民
環
境
課
環
境
衛

生
係
主
任（
財
政
課
税
務
係
主
任
）中
村
直
人
▼
建
設
課
建
築

水
道
係
主
任（
産
業
課
農
政
係
主
任
）鎌
田
大
哉
▼
総
務
課
付

　町では、町民の皆さまに清潔で安全な水道水を提供する

ため、国の基準に基づき水質検査を実施し、安全の確認を

行っています。

　水質検査の適正化を確認するため、水質検査計画を毎年

作成していますが、令和８年度（４月～翌年３月）の内容

については、仁木町HP（https://www.town.niki.hokkaido.jp）

と建設課窓口で公開していますので、ご覧ください。

令和８年度水質検査計画の公開

建設課建築水道係　32-3639

消防職員
主
事
・
北
海
道
派
遣（
福
祉
課
福
祉
あ
ん
し
ん
係
主
事
）菅
原

虎
貴
▼
企
画
課
未
来
創
生
係
主
事
（
北
海
道
派
遣
職
員
）
設

樂
慎
太
郎
▼
福
祉
課
福
祉
あ
ん
し
ん
係
主
事
（
企
画
課
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
係
主
事
）
浅
野
滉
▼
産
業
課
農
政
係
主
事

（
建
設
課
建
築
水
道
係
主
事
）
髙
村
神
音
▼
産
業
課
商
工
観

光
振
興
係
主
事（
新
規
採
用
）北
澤
輝
明

●
仁
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事（
４
月
１
日
付
け
）

▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場
学
校
給
食
係
長
（
福
祉
課
お
も
い

や
り
係
長
）
桂
下
悠
未
▼
総
務
学
校
教
育
係
主
事
（
総
務
課

総
務
係
主
事
）山
本
風
花

●
仁
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
人
事（
４
月
１
日
付
け
）

▼
兼
事
書
記
長（
総
務
課
長
兼
総
務
係
長
）本
多
弘
一▼
書
記

（
総
務
課
総
務
係
主
査
）鹿
内
力
三
▼
書
記（
総
務
課
総
務
係

主
任
）木
村
友
美

●
退
　
　
職（
３
月
31
日
付
け
）

▼
濱
田
敬
司（
総
務
課
参
事
）▼
川
上
登
志
和（
総
務
課
主
幹
）

▼
赤
石
哲
明（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
共
同
調
理
場
学
校
給

食
係
長
）▼
奥
川
奈
緒
美
（
福
祉
課
介
護
保
険
係
主
任
）▼

佐
々
木
宏（
総
務
課
防
災
管
財
係
主
事
）

●
派
遣
終
了（
３
月
31
日
付
け
）

▼
吉
田
匡
宏
（
産
業
課
農
政
係
主
事
・
併
任
職
員
）（
北
海
道

農
政
部
農
産
振
興
局
）



　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さまの

ご協力が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントなどをご紹介し

ています。今月は、交通事故防止についてお話しします。

～～交通事故防止のポイント～～

●ハンドサインでストップ運動を実践しよう

　歩行者は横断歩道を渡る前にしっかりと左右確認をし、手を上げる

などの合図（ハンドサイン）でドライバーに横断する意思を明確に伝

えましょう。

　ドライバーは横断歩道が歩行者優先であることを認識し、横断歩道

を渡ろうとしようとする人、又は渡っている最中の人がいるときは、

必ず横断歩道手前で停止し、「お先にどうぞ」と手で合図（ハンドサ

イン）をすることで、歩行者とドライバーが意思疎通を図り、不慮の

事故を防止しましょう。

●通学路や生活道路ではスピードダウン

　４月は新入学の時期です。新１年生の登下校が始まります。

　通学路ではこどもの飛出し等が予想されることから、スピードダウ

ンを徹底し、予測運転に努めましょう。

●自転車の交通ルールを守ろう

　本年４月１日から自転車の一定の交通違反にも「交通反則通告制

度」が適用されます。自転車を運転する場合は交通ルールをしっかり

と守り、安全運転に努めましょう。

　また、運転中に交通事故や転倒などで頭部を負傷すると、致命傷に

なる可能性がありますので、自転車に乗る時はヘルメットを着用しま

しょう。

歩行者もドライバーも　「ハンドサイン」で事故防止

Ｒ8.3.8 ～Ｒ8.3.31 24日

仁木町内での事故発生状況

１件 ０人１人
２件 １人１人

３月発生件数
Ｒ8 年累計

区　分 件数 死者 負傷者

くらしの

伝言板

　３月７日、町内の国道で交通死

亡事故が発生しました。

　交通ルールを守り安全運転を

心がけるとともに、ドライバーも

歩行者も交差点や横断歩道では

十分な安全確認を行いましょう。

13 令和８年４月 12令和８年４月

お問い合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP〒

善意に感謝

　次の方から、本町へ貴重なご寄附をいただ

きましたので、ご紹介させていただきます。

●エア・ウォーター・ライフソリューション

　株式会社（札幌市／庄子賢一代表取締役社

　長）様より▼金3,000,000円▼仁木町りんご

　産地再構築プロジェクトのため

～企業版ふるさと納税～

●城野電機工業株式会社（余市町／吉野弘志代

　表取締役）様より▼金100,000円

01

06

●令和８年２月（2/1～2/28現在）

　金　　額　  8,918,000 円　

　寄附件数 　      2,291 件
●令和７年度累計（4/1～2/28現在）

　金　　額　446,670,200 円　

　寄附件数 　　   16,056 件　

　基金を活用した事業の紹介は、
　仁木町のホームページをご覧ください。

ふるさと納税 寄附受入額と件数

●４月からの国民年金保険料は17,920円です

　令和８年度の国民年金保険料は、月額17,920円

（前年度から410円引き上げ）です。

国民年金保険料は、日本年金機構から４月上旬に送

られる１年分の納付書、口座振替、クレジットカー

ドで納付できます。納付書でのお支払いは、金融機

関やコンビニエンスストアで納付できます。また、

納付書のバーコードをスマートフォンアプリで読み

取ることによって、ＡＥＯＮ　Ｐａｙ、ａｕＰＡ 

Ｙ、ｄ払い、ＰａｙＢ、ＰａｙＰａｙ、楽天ペイで

電子決済もできます。また、前納制度を利用するこ

とで保険料が割引となります。口座振替をご希望の

場合は、マイナポータルから電子申請も可能です。

●国民年金学生納付特例の手続を忘れずに

　学生納付特例の承認を受けている方で、４月以降

も引き続き在学予定の方には、４月上旬に日本年金

機構から、はがき式の申請書が封書で送られます。

国民年金に関するお知らせ

余市警察署だより　安心・安全を実践しよう！
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　銀山在住の大洞忠義さんが「藍綬褒章」を

を受章されました。

　大洞さんは、長年にわたり保護司として罪

を犯した人たちの更生

や地域の更生保護活動

に大きく貢献されたこ

とが認められ、この度

の受章となりました。

 

　令和７年度と同じ学校に在籍する方は、同封の申

請書（はがき）に必要事項を記入して返送してくだ

さい。在学する学校等に変更がある方は、送付され

る申請書では手続できませんので、学生であること

を証明できる書類（学生証の写しや在学証明書）を

持参の上、役場住民環境課住民係又は小樽年金事務

所で申請してください。

　新規で学生納付特例を申請する方は、マイナポー

タルから電子申請するか、役場住民環境課又は小樽

年金事務所の窓口で手続きをしてください。

　国民年金に係る照会や相談については、下記までお

問い合わせください。

 　小樽年金事務所

　 0134-33-5026

　 住民環境課住民係

　 32-2513

戸籍の窓
05

●こんにちは赤ちゃん

　工藤羅梛斗 ちゃん （北　町）

●ご冥福をお祈りします

　藤塚　益夫 さん　 （81歳／西　町）

　佐坂　秀樹 さん　 （83歳／北　町）

　金子ミツヱ さん　 （95歳／大　江）

　上出　ユミ さん　（101歳／北　町）

　山下　　曉 さん　 （80歳／東　町）

　皆さまの生活に

身近な事業を持続

的に推進していく

ためにも、返礼品

の出品協力のほか

町外に住むご親戚

やお知り合いにも、

仁木町を応援して

いただけるようご

案内願います。

「藍綬褒章」大洞 忠義 さん
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の
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し
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03
　銀山在住の芳岡廣さんに、国民参政135周

年・普通選挙100周年・婦人参政80周年記念表

彰「総務大臣感謝状」が贈呈されました。

　芳岡さんは、選挙管

理委員として長年にわ

たり公正かつ円滑な選

挙事務の執行に尽力さ

れたことが認められ、

この度の感謝状贈呈と

なりました。

「総務大臣感謝状」芳岡 　廣 さん

受章された大洞さん（左）

表彰された芳岡さん（左）

04
　北町在住の坂東義一さんが「北海道産業貢

献賞（農業関係功労者）」を受賞されました。

　坂東さんは長年に渡り、余市川土地改良区

において理事長を務め、

地域はもとより全道的

な見地から農業・農村

の振興に貢献されたこ

とが認められ、今回の

受賞となりました。

「北海道産業貢献賞」坂東 義一 さん

表彰された坂東さん

町内で交通死亡事故が発生！



　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さまの

ご協力が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントなどをご紹介し

ています。今月は、交通事故防止についてお話しします。

～～交通事故防止のポイント～～
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歩行者もドライバーも　「ハンドサイン」で事故防止

Ｒ8.3.8 ～Ｒ8.3.31 24日

仁木町内での事故発生状況

１件 ０人１人
２件 １人１人

３月発生件数
Ｒ8 年累計

区　分 件数 死者 負傷者

くらしの

伝言板

　３月７日、町内の国道で交通死

亡事故が発生しました。

　交通ルールを守り安全運転を

心がけるとともに、ドライバーも

歩行者も交差点や横断歩道では

十分な安全確認を行いましょう。
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機構から、はがき式の申請書が封書で送られます。
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余市警察署だより　安心・安全を実践しよう！
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健康プラザ 体に　　　　　  いい話

福祉課保健係　保健師 加  藤  三  華
か とう み か

朝ごはんを食べていますか？朝ごはんを食べていますか？

血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
や
脂
肪
の

蓄
積
、
体
重
増
加
な
ど
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
朝
ご
は

ん
を
食
べ
る
こ
と
で
、
食
べ
過
ぎ

や
血
糖
値
の
急
上
昇
な
ど
、
生
活

習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

●
無
理
な
く
続
け
る
ポ
イ
ン
ト

　
「
朝
は
時
間
が
な
い
」
と
い
う

方
は
、
前
日
の
食
事
を
と
り
分
け

て
お
い
た
り
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、

バ
ナ
ナ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
、
手

軽
に
食
べ
や
す
い
も
の
か
ら
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
慣
れ
て

き
た
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

し
、
卵
や
野
菜
、
味
噌
汁
な
ど
を

体
温
、
血
圧
な
ど
の
変
化
を
管
理

し
て
い
る
「
体
内
時
計
」
と
呼
ば

れ
る
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
大
切

な
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
体
内
時
計
」
は
、
朝
に
光
を
浴

び
る
こ
と
や
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

こ
と
で
、
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食

べ
、
身
体
に
「
朝
が
来
た
」
と
い

う
合
図
を
送
る
こ
と
で
、
体
温
が

上
が
る
な
ど
、
身
体
が
目
覚
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
食
べ
過
ぎ
の
予
防
に
】

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
こ
と
で
、

空
腹
時
間
が
長
く
な
り
、
昼
食
や

夕
食
で
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
度
に
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
取
す
る
と
、

●
朝
ご
は
ん
の
主
な
役
割

【
脳
や
身
体
を
元
気
に
】

　
私
た
ち
の
身
体
は
、
寝
て
い
る

間
も
呼
吸
や
体
温
維
持
な
ど
の
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
お
り
、

朝
起
き
た
と
き
に
は
身
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
不
足
し
た
状
態
で
す
。

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
、

脳
や
身
体
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
が
補
給
さ
れ
、
１
日
の
活
動
の

準
備
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ
糖

が
補
給
さ
れ
る
こ
と
で
、
集
中
力

や
活
動
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
た
め
、
朝
食
は
学
習
や
仕
事

の
効
率
に
も
関
わ
る
大
切
な
習
慣

で
す
。

【
体
内
時
計
を
整
え
る
】

 

私
た
ち
の
身
体
に
は
、
睡
眠
や

加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
毎
日
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
」
と
い
う
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
が
、
心
身
の
健
康

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
最
後
に

　
朝
ご
は
ん
は
、
一
日
の
健
康
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
な

り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
「
何
か
一
口
で
も

食
べ
る
」
こ
と
を
意
識
す
る
な
ど
、

春
か
ら
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
あ

わ
せ
て
、
食
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
小
さ
な
習
慣
が
元
気
に
一
日
を

過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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特
　
集

　
令
和
８
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
雪
も
解
け
、
農
作
業
の
本
格
化
や
入
学
な
ど
、
新
生
活
の
始
ま
り

と
と
も
に
、
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、
朝
は
慌
た
だ
し
く
な
り
が
ち

で
す
。
「
時
間
が
な
い
か
ら
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
」
と
い
う
方
も

増
え
る
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
元
気
に
一
日
を
過
ご
す
た
め
に
は

朝
ご
は
ん
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、
朝
ご
は
ん
の
役
割
と
無
理
な
く
続
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

朝ごはんを食べて、

元気に一日を

過ごしましょう！
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先
生
、
あ
り
が
と
う
。 
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